
“光”で探る・操るナノと量子の世界

半導体ナノ物質や特異な電子状態を持つ新規固体結晶と精緻な先
端レーザー技術を融合することにより、光物質科学の深化と新しい
フォトニクス技術の開発を目指しています。

物理学、化学、光学、電子工学が融合する新しい学術への挑戦物理学、化学、光学、電子工学が融合する新しい学術への挑戦

多彩なナノ構造物質多彩なナノ構造物質

先端レーザー技術先端レーザー技術

光電子デバイス光電子デバイス
新分光法の開発新分光法の開発

光駆動固体物性

高強度レーザー光が駆動する固体の動的量子光物性などを空間分解分光法および超高速
時間分解分光法を用いて実験的に研究を行っています。超高速レーザー分光や単一顕微
分光を駆使することで、新しい光機能を有するナノ材料・太陽電池材料の物性解明や新しい
光源（量子光源・レーザーパルス光源）につながるフォトニクス技術の開発を目指しています。

30 nm

超高速レーザー分光（時間分解分光）と単一ナノ
粒子顕微分光（空間分解分光）を合わせることで、
ナノマテリアルの光物性や単一光子源などの量子
光源に向けた量子物性を調べています。最先端の
レーザーを駆使した光源開発や分光技術(THz-
STMなど)の開発も行っています。

精密ナノフォトニクス分光 新規ナノマテリアルの光機能開拓

量子状態制御分光

世界最高強度の高強度テラヘルツや中赤外パル
ス光を用いて、固体結晶からの高次高調波発生を
調べています。入射光電場の整数倍の周波数を
もった光が発生するため、赤外線からＸ線に至る
幅広い波長の光源やアト秒（10-18 秒）パルス光源
といった新たなフォトニクス技術開発も見据えて非
線形な光と物質の相互作用の研究を行っています。

テラヘルツなどの新しいレーザー光による物質制御
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広々とした美しい宇治キャンパスで楽しく研究しましょう！

レーザー固体量子分光

物質中の素励起（エキシトン、ポーラロン、マグノン
など）について精密観測を行っています。レーザー
光で強く励起することで相転移を引き起こしたり、
励起光と融合した量子状態（フロッケ状態）を形成
することで、新規な量子光機能を探索しています。

精密なレーザー分光による新規な量子光機能の創出

見学の希望や質問があればお気軽に
ご連絡ください。HPも参考にして下さい。

https://www.scl.kyoto-u.ac.jp/~opt-nano/

e-mail: hirori[at]scl.kyoto-u.ac.jp （廣理）


